
 

 

 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新しい一歩 名古屋市立吉根中学校 
第１学年 学年通信 
第 10 号 令和５年 12 月 22 日 

保護者の皆様へ 
① ２学期を無事に終え、明日から冬休みを迎えます。冬休み中はご家族で過ごす時間を十分

にとっていただけたらと思います。体調を崩しやすい時期でもありますので、体調管理にも
十分気を付けてお過ごしください。冬休み中に、何か事故や事件などがあったときには、学
校へご連絡ください。(土日祝日と、学校閉庁日（12 月 29 日〜1 月 3 日)には電話がつながり
ません。） 

② 3 学期分の集金を 1 月 10 日(水)にさせていただきます。引落金額は 2,240 円です。なお、
今回はミルク代のみの集金となり、ミルクを注文していない場合は引落がありません。よろ
しくお願いします。 

③ １月１８日（木）13：15〜、助産師さんと保健師さんを招いて、思春期セミナーを行いま
す。テーマは「命を大切にすること、自分を大切にすること」です。保護者の方もご都合が
つきましたら、どうぞ一緒にご参加ください。 

日時： １月１８日（木） １３：２０〜１４：１０ 

☆12 月のいいところ☆ 
① 避難所設営体験で、班ごとに協力して活動していた。(講師の先生方からたくさんのおほめ

の言葉をいただきました！) 
② 保健委員が加湿器の管理や、教室の換気に毎日気を配ってくれていた。 
③ 欠席していた友達にさりげなくノートを見せてあげたり、体調を気遣ったりしていた。 

Do you know 『AdventCalendar』 ? 
 皆さんは「アドベントカレンダー」を知っていますか？アドベント 
カレンダーとは、クリスマスまでの日数を数えるためのカレンダーで 
す。多くの場合、12 月 1 日から始まり、毎日 1 つずつカレンダーの 
窓を開けていきます。中にはチョコレートなどの小さなお菓子や贈り 
物が入っていたり、写真や詩などが入っていたりし、開けるのがとて 
も楽しみなカレンダーです。ついつい２つ、３つと窓を開けたくなり 
ますが、それはグッと我慢です。12 月が近付くと街中はクリスマス 
や年末に向けて楽しい飾り付けがされ、少しわくわくした雰囲気にな 
ります。そんな街中を歩くと、頬にあたる冷たい空気とは反対に、心 
は少し温かくなります。 
 さて、入学してから９か月が経ち、今日で２学期が終了しました。 
この９か月間でどれくらい成⻑したでしょうか？毎日の授業を通して、 
一つ一つの行事を通して、皆さんは知らず知らずのうちに様々な窓を開け、少しずつ成⻑してきま
した。ぜひ、2023 年締めくくる前に今年の成⻑を振り返ってほしいと思います。そして、2024 年
に向けてどんな新しい一歩を踏み出すのか、目標を決めてみましょう。 

始業式(1 月 9 日) 
持ち物：スリッパ、体育館シューズ、筆記用具、私の冬休み(日課表)、冬の

生活、わくわくワーク、家庭科課題 
始業式後に、さくさくテストを実施します。勉強しておきましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

避難所設営体験 
11 月 29 日に実施した避難所設営体験では、守山区役所、日本赤十字社、名古屋市上下水道局、環境局守山環境事

業所、名古屋国際センターの方々を講師に迎え、7 つの班(避難所本部班、インフラ班、食糧班、体育館班、救護班、
危険箇所巡視班)に分かれて避難所設営を行いました。 

避難所本部では災害備蓄品の確認をしたり、避難者の受付を行ったりしました。避難者に言葉が通じないことも想
定し、イラストで会話ができる準備をするなど、工夫していました。インフラ班は災害時に使用する非常用水道の確
保や発光器の使い方を練習したり、避難所の案内表示を多言語で用意したりしました。災害時にインフラが復旧する
まで、どんな方法で明かりや水を確保するのかを体験することができました。食糧班はハイゼックス袋を使って炊飯
し、全員分の昼食準備をしました。初めての経験で難しいこともありましたが、協力して温かいご飯を提供してくれ
ました。体育館班は、班ごとの避難ブースを設営しました。避難者の状況に合わせてブース内を工夫し、少しでも安
心して過ごせる場所を目指して活動していました。救護班は、心肺蘇生法や AED の使い方の講習を受け、避難者の
応急処置にもあたりました。少しでも不安を和らげられるよう、優しく声を掛けるなど、相手に寄り添う姿が見られ
ました。危険箇所巡視班は学区内を巡視し、災害時に危険が予想される箇所を確認するとともに、車いす利用者や高
齢者を疑似体験し、避難時にはどのような配慮が必要なのかを体験しました。また、多言語での案内表示を作り、わ
かりやすい避難所設営を目指して活動しました。 

参加してくださった保護者の方にも、避難者役としてご協力いただきました。ありがとうございました。おかげで
生徒たちが実践的な体験をすることができました。講師に来ていただいた先生方からは、｢全員が一生懸命に自分の
役割を果たそうとしている姿がすばらしく、感動しました。｣｢まるで本当の避難所を見ているようでした。｣とおほ
めの言葉をたくさんいただきました。 

今回の避難所設営体験は、あくまでも｢練習｣です。実際に災害が起きれば、自分も被災し、｢被災者｣として過ごす
ことになります。一瞬、自分のことで頭がいっぱいになるかもしれません。それでも、きっと今回の経験が生きるは
ずです。災害が起きないことが一番ですが、万が一被災しても、その時に自分ができることを見付け、自分と家族と、
地域の人の命を大切にできる大人になってほしいと思います。 

避難者役として参加してくださった保護者の方より(一部抜粋) 
・足りないイスを持ってきてくれるなど、気づいて動いてくれて、とてもあり

がたかったです。 
・救護グループに無理難題を言ってみましたが、丁寧に対応してくれてうれし

かったです。 
・ケガの手当てをしてもらいました。額からの出血を想定し、慣れないことで

⼾惑いながら作業していましたが、懸命に取り組んでいました。歩く時にも
補助してくれて、｢大丈夫ですか？｣と声を掛けてくれていました。全員が一
生懸命作業している姿に頼もしく思いました。 

・段ボールの仮設避難所を見て、段ボールが倒れないように工夫していて、す
ごいなと思いました。テレビで見ていた時と実際体験してみるのでは全然違
うことがわかりました。 

・実際に避難することになった場合、吉根中学校の生徒さんたちが力を発揮し
てくれることを願います。 


